
・

一

画
新
井
町
臨
満
鶉

だ
よ
り

平
成
十

一
年
十
二
月

自
治
会
広
報
部

0 0

編
集
後
配
に
代
え
て
　
広
報
部
長

年

度

水

を

迎

え

て

。
地

裁

惜

漱

自
腱
会
力
晨
　
理
，な
　
耀

平
成
十

一
年
度
の
納
涼
祭
を
初
め
と
す
る
諸
行
事
も
、
町
内
皆
様
と
役
員
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
、
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
懸
案
に
な
っ
て
い
ま
す
区
画
整
理
の
問
題
も
、
昨
年
よ
り
町
内
を
四
プ
ロ
ッ
ク
に

分
け
ｆ
計

一
〇
回
の
勉
強
会
を
実
施
、
多
く
の
人
達
の
ご
理
解
を
得
た
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
中
に
は

一
つ
の
区
切
り
を
付
け
る
べ
く

［
ア
ン
ケ
ー
ト
］
を
実
施
し
、
結
論
を
出
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
自
分
達
の
街
は
自
分
達
の
手
で
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
十
二
月
に
入
り
ま
す
と
、
二
つ
の

行
事
を
行
い
ま
す
。

一
つ
は
、
防
災
会
役
員
を
中
心
と
し
た

【
火
災
予
防
巡
回
】
の
実
施
で
す
。
特
に
旧
市
内

で
は
、
放
火
事
件
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
年
末
に
か
け
て
何
か
と
多
忙
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご

協
力
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、
足
利
市
全
域
で
行
な
う

【
町
内

一
斉
清
掃
】
で
す
。
十
二
月
十
二
日
（
日
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
公
共
道
路
・
公
園
。
広
場
等
が
対
象
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は

後
程
、
隣
組
長
さ
ん
に
連
絡
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
連
絡
事
項
と
し
て
、
矢
場
川
改
修
事
業
に
と
も
な
い
、
か
ま
だ
家
の
南
に
六
千
平
米

の
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
案
が
浮
上
し
て
参
り
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
ヘ
リ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
河
川
の
防
護
・
地
震
な
ど
不
測
の
事
態
に
機
動
的
に
対
応
す
る
基
地
と
し
て
、

平
時
に
は
周
辺
の
人
達
の
、
集
会
や
運
動
場
と
し
て
利
用
の
出
来
る
施
設
が
建
設
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
地
権
者
に
対
し
て
の
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
す
。

ま
た
、
国
道
五
十
号
南
側
堀
込
地
区
に
河
南
消
防
署
の
建
設
も
始
ま
り
、
足
利
市
南
部
地

区
の
災
害
と
安
全
の
為
に
寄
与
し
て
く
れ
る
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
私
の
知
る
限
り
の
情
報
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
。

ご
町
内
の
皆
様
が
、
二
十
世
紀
最
終
の
年
西
暦
二
〇
〇
〇
年

（
平
成
十
二
年
）
を
希
望
に

満
ち
満
ち
て
迎
え
ら
れ
る
事
を
祈
念
致
し
ま
す
。

等

飩

斃

薇

警

艤

何
か
ヒ
競
た
だ
し
い
年
末
に
入
り
ま
し
た
。
饉
を

と
る
機
査
も
多
く
、
大
を
使
う
機
会
も
罐
え
て
き
ま

す
。
ス
、
今
年
は
二
の
震
ま
で
あ
り
、
警
か
ら
え
羅

の
多
い
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

番
新
井
町
防
員
会
で
は
、
年
末
火
災
予
防
巡
口
を

麟
盤
霰

・
薇
員
の
機
力
を
得
て
、
十
二
月

一
日
よ
り

二
十
日
通
の
鋼
問
行
い
ま
す
。

町
内
の
警
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
黎
農
で
の
火

贅
予
防
を
家
族
全
員
で
の
客
鷲
を
鶏
特
し
ま
す
。

小
林
舞
雄

納

　

』凛

　

祭

撼
麟
泰
劇
泰
晨
　
薦
鸞
　
輩

今
年
も
余
す
と

こ
ろ
少
な
く
な

っ
て

ま

い
り
ま

し
た
。

町
内

の
皆
様

に
は
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
ぴ
申
し
上
げ
ま
す
。

猛
暑
続
き

の
真

っ
直
中
、

七
月

二
十

四
日
今
年
度
自
治
会

の
最
大
行
事

『
納

涼
祭
』

に
は
、
隣
組
長

・
代
議
員

・
各

種
団
体
長

‘
部
長

・
役
員

の
協
力
連
携

の
基

に
、
育
成
会

の
イ
ベ
ン
ト
か
ら

ス

タ
ー
ト
し
、
の
ど
自
慢
の
町
内
皆
さ
ん

。

カ
ラ
オ
ケ
部

の
皆
さ
ん
の
ナ

ツ
メ

ロ
有

り
演
歌
有

り
、

Ｏ
Ｂ
会

の
お
孫
さ
ん
と

の

「
ダ

ン
ゴ
三
兄
弟
」
合
唱
と
、
時
間

が
足
り
な
い
ほ
ど

の
盛

況
で
し
た
。

〔
磯
部
重
月
子
歌
謡

シ

ョ
ウ
〕

に
て
最

高

の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

お
待
ち
か
ね
の
福
引

き
抽
選

で
は
、

上
位
三
本
は
当
選
者
が

出
る
ま

で
抽
選

す
る
事
で
、
大
勢

の
人
が
最
後
ま

で
真

夏

の

一
夜
を
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

納
涼
祭
開
催

に
当
た
り
ま

し
て
は
、

町
内
皆
様

に
は
物

心
両
面

で
、
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
事

に
厚
く
お
礼
申

し
上

げ
ま
す
。

自
治
会
活
動

に
、
皆
様

の
声
を
反
映

致

し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

お
気

づ
き

の
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な

一
く
申
し
出
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い

致

し
ま
す
。

く

Ｉ

Ｌ

＝
『
―

―

高
齢
化
社
会
に
向
か

っ
て

鬼
壼
人
生
募
夏
　
震
永
恭
ヱ

平
成
十

一
年
度

西
新
井

町

の
石
上
神

社
御
輿
祭
典

・
納
涼
祭

・
敬
老
会

。
山

辺
地
区
体
育

祭

へ
の
参
加
、
文
化
祭
な

ど

一
連

の
諸

行
事

も
皆
様
方

の
ご
協
力

を
頂
き
な
が

ら
、
無
事
終
了
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

一
つ
の
行
事

を
行
う

に
も
子
供

・
壮

年
者

。
高
齢
者

を
問
わ
ず

一
丸
と
な

っ

て
参
加
行
動
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
相

互

に
理
解

し
合
い
、
親
睦

を
図
る
事
が

出
来
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

西
新
井

町

【
ひ
ま
わ

り
会
】
の
諸
活

動

に
は
、
常

々
敬
意
を
表

し
て
お
り
ま

す
。
石
上
神
社

・
永
明
寺
の
除
草
奉
仕
、

空

き
缶
拾

い
、
保
育
園

へ
の
諸
行
事
参

加

《
芋
掘
り

ｏ
み

こ
し

。
運
動
会

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン
等

々
＝
保
育
所
児
童

と
接
す
る
と
気
持

ち
が
和
み
ま
す
》
。

春
秋

の
宿
泊
旅

行
、
忘
年
会
等

々
、
年

代

を
超
え
た
多

く

の
方

々
と
接
す
事

に

よ

っ
て
、
生

き
生

き
と
し
た
毎
日
が
過

ご

せ
る
と
思

い
ま
す
。

既
に
会
社
を
定
年
退
職
さ
れ
た
方
々
、

ひ
ま
わ
り
会

に
注

目
し
、

こ
れ
か
ら
の

人
生
を
生
き
生
き
と
し
て
有
意
義

に
過

ご

せ
る
よ
う
、
機
会
を
見

て
入
会
す
る

事

を
お
勧

め
致

し
ま
す
。

遅念

轟懇

鷹議
崚菫

塚
趣壁窒

電｀
わゝ
・ 亀‐



・
　
・　
´

嵯
峨
歯
美
子
さ
ん

足
利
市
優
た
青
少
年
費
賞

日
頃
、
模
範
的
な
行
い
を
し
て
い
る
青
少
年

・
団
体
を

足
利
市
が
表
彰
し
ま
す
。

嵯
峨
由
美
子
さ
ん

（山
辺
小
学
校
六
年
生

。
西
新
井
町

届
住
）
が
十

一
月
二
日
に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
が
後
に
続
い
て
下
さ
る
事
を
願
い
ま
し

て
、
広
報
誌
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

嵯 峨 由 美 子 さ ん

菊
池
昌
雄
・

堀
田
　
実

・

佐
瀬
　
弘
・

湯
沢
　
亨

。

茂
木
喜
和
゛

八
下
田
偉

一
篠
原
勝
巳
Ｄ
後
藤
勝
紀

奥
田
　
宏

・
町
田
仁
司

斎
藤
正
巳
・
椎
名

一
成

戸
頃
芳
夫

，
源
田
長

一

西
巻
　
茂

・
富
山
智
宏

・
仁
田
山
　
勉

以
上
十
七
家
族
で
す
。

欝

一
一十
二
国
西
新
井
町
文
化
祭

文

化

押

塊

　

今

影

鶴

（

二
千

年

を

前

に

し

て

、

我

が

西

新

井

町

の

伝

統

化

祭

が

、

今

年

十

一
月

六

日

～

七

日

の

二
日

間

れ

、

四
半

世

紀

の

時

を

刻

み

ま

し

た

事

は

喜

び

ま

せ

ん

。

ば

昭

和

を

出

発

の

歳

月

町

内

譜

力

が

積

か

ら

の

出

け

、

作

品

い

皆

さ

ん

せ

ん

。　
こ

願

い

は

、

是

非

新

し

事

で

す

。

せ

下

さ

い

月

二

十

九

て

二

十

五

品

創

作
、

準

展

示

の

後

片

の

ご

協

力

・

こ

に

改

め

て

こ

の

薔
新

井

い

世

紀

に

も

文

化

祭

へ
の

ご豊町 御 ごづ備

指 かが礼支 けの

摘 に生 申援 に段
や伝 ん しを至階
ごえだ 上頂 るか

意 て文 げ き ま ら

見行化 ま感 で 当
を きのす謝

｀
日

是 た薫
°
に町 の

思 に の重十 主  に開行

早 い も今 ごに五体 思耐 催事西
くま恵年 努

｀
年

▼
ええ さ文 暦

す まは
°
れ十

参 月み先 を点五

会 と重輩数 と十

者 はね の え し年
の思 ら文 て の`

方 えれ化 ま名菊
々ぬた活 い称花
にほ賜動 りも盆

もどでへ ま文栽

満 の ごの し化展

足暖 ざ熱 た祭 ⌒

頂 かい鷲
°
と国

け さま と こ改芸

たなす
｀
れ め愛

事 日 °
普 も ｀

好
と和  段一二会

飾

り

付

内

の

広

堪

え

ま

私

の

り

を

、

と

い

う

非

お

寄

十

一

ら

初

め

掲

載

さ

れ

ま

し

た

。 日

の

両
毛

新

聞

に

『
昭

和

五

十

年

か

回

目

』

の

表

題

で

、

写

真

入

り
に

て

八本節の演奏・吊じ%の 応、oま しヽ

皇
居

一
周
と
周
辺
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

会

長

　

小

彙

十

一
郎

平

成

十

一
年

九
月
十

一
日

（
土
）
参

加
者

二
十

二
名
、

午
前

六
時

二
十

分
自

治
会
館

よ

り
五
台

の

車

に
分
乗
、

足

利
市

駅
午
前

七
時

発

の
浅
草

行
き

に
乗

車

。

今

回

が

初

め

催

し

な

の

で
、

参

加

者

リ

ュ
ッ
ク
を

背

負

い
、

イ

ワ
イ

ガ

ヤ

ガ

ヤ
、

和

れ

上

京

。

北

千

住

よ

り

の
前

に
本
日
最
初

の
目
的
地

『
皇
居
内
の
東
御
苑
』

お
濠

を
左
右

に
見

て
、

立
派

な
大
手
間

（
江
戸
城

正
面
）

か
ら

は
入

り
、

三

の
丸

。
尚
蔵

館

に

て
昭

和
天
皇

の
美

術

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
を
見

て
か
ら
、

石

垣

の
大

き
さ

に
驚

き
な
が

ら
左

右

に
順
次

三

つ
の

地 気子 のて

下 相供 人の

鉄 合の達電

千 に頃 は車
代

｀
の色を

田天遠 と利

町

下

車

地

上

に

出

る

と

高

層
ビ

ル

群

にに ら技 かす お渕所立 かの
て乗

｀
術 ら

°
飲 を⌒劇 ら二

古館 入参物 見上場 警重
本・ り拝 おて野

｀
視橋

の東 武 をに靖公最 庁で

街京 道済 ぎ国園

神 国館 ま り神 ・

日立前 せ を社 隅
神近・

｀
頬 に田

保代 公北 ば正川
町美 国の り午 公
に術 内丸 なに国
て館 を公 が到 に

体 を散 園 ら着 匹
息過 策 に楽

｀
敵｀

ぎ し
｀
しお

V
地一

｀
田 くい千

下橋 科安過 し鳥
鉄 か学 問 ごいが

内 き丁庭周殿廊見
と水度園囲 を下櫓
はかサ にの右跡⌒
思 らル向緑 に⌒二

え池 スかに見元重
なにべい囲 て禄橋
い落 り ｀

ま ｀
大 の

静 ちの四れ江平伏

番

所

を

通

り
、

富

士

二

つ
）

そ

し

て

松

の

場

）

か

ら
、

本

丸

御

天

守

閣

跡

に

登

り
、

を
堪

能

し
、

二

の
丸

が

一
杯

咲

く

庭

園

、

開

に
咲

き

乱

れ

、

湧

下

で
、

鯉

も

泳

ぎ

都

し

た

。

大
手
間
か
ら
退
出
し
、
皇
居
周
辺
散
策

に
入
る
。

坂
下

門

か
ら
玉
砂

利
を
踏

ん

で
、

観
光
客

に
人
気

記

念
写
真

を

ハ
イ
ポ

ー
ズ
、
桜

田
門

前

、

国
会
前

を

通
過

、

三
宅
坂

の
国

高

裁
判
所

に
半

蔵

門

か
ら
、

桜

の
名

り
浅

草
よ

り
、

四
時

四

十
分

発

ロ
マ

ン
ス
カ

ー

、

足

利

へ
全

員

疲

れ

た

様

子

も

な

く

無

事

帰

る
事

が

出

来

ま

し

た
。

参

加

者

の
皆

さ

ん
東

京

ウ

ォ

ー

ク
有

り

座

い

ま

し

た
。

町
内

の
皆

さ

ん

ど

う

ぞ

何

健

歩

会

に
参

加

し

て
下

さ

い

。

お

待

ち

し

ま

す

。

｀
線 気足 り用

そで に気 ど し
の大 恵分 りて

目手 ま ワのの

見
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